
学力向上のための重点プラン【小学校】　　　　　新宿区立落合第二小学校


【最終評価２０２６年３月６日】
	期末評価

	成果と課題
	 次年度への方策等

	【第１学年】
国
形を整えて丁寧に書くことが定着している。ひらがなは、ほとんどの児童が書けるが、カタカナは字形・用途共に定着していない。漢字は、テスト等で書くことはできるが、文章に活用するには課題がある。
　例文を示すことで、短い文章を簡単なまとまりに分けて書くことができるようになった。拗音、促音、助詞の使い方には課題があり、今後も、言葉を正しく活用していけるよう指導が必要である。
算
ブロック操作を通して、数の構成を基に計算の仕方の理解を深めた。また、計算カードやデジタルドリルを活用し、繰り上がりのあるたし算や、繰り下がりのあるひき算が正確に解けるようになった。文章を読みとり、問題場面を図に表して考えることに課題がある。


【第２学年】
国
話すこと・聞くことの領域では、区や全国の平均をやや上回り、成果が出ている。一方、場面の様子を読み取り、想定される発言を書く設問については、区の平均を下回った。


算
活用（買い物のおつりから代金を計算して買ったパンを求める）では、区や全国の平均をやや上回り、成果が出ている。一方、全体の平均到達スコアが低く、区。全国ともに下回った。定着に向けての課題が見られる。


【第３学年】
国
漢字の書き取りについては、全国平均を上回り、定着しつつあることが伺える。しかし、漢字の読みについては、全国平均を若干下回ることが分かった。また、話すこと聞くことの領域については、全国平均を上回った。書くことに関しては、習熟の差が大きく出ていることがわかった。


算
全体的に全国平均及び区内平均を上回っている。ただ、習熟の差が大きい項目がある。例えば、直角三角形の作図については、直角三角形の定義を理解していない可能性がある。また、問題文に書かれた考えを完成させたり理由を説明したりする作業についても個人差が見られ、思考の部分に課題が残ることが分かった。

【第４学年】
国
文学的な文章の読み取りについては、全国平均を上回った。一方で、漢字の読み書きや、漢字辞典の使い方、ことわざなど、言葉に関する事項の定着が不十分であり、区平均と比べて下回った。また、文章の構成を読み取ったり、段落と段落の関係について考えたりすることについても課題が見られ、区平均より下回っていた。

算
分数については、全国平均を大きく上回っていた。
また、身近にあるものを表す適切な単位を選ぶ問題
についても、全国平均を上回った。一方で、式による表現には課題が見られた。特に、除法の場面で、数量の関係を式に表す問題は、全国平均を下回る結果となった。






【第５学年】
国
国語科における「話すこと・聞くこと」の領域で、児童の力が区平均を上回って推移していた。相手の意見を受け止め、自分の考えを分かりやすく伝えようとする姿勢が日常の授業で育まれており、話し合い活動の積み重ねが成果として表れていると考えられる。一方で、漢字の読み書きについては区平均を下回る結果となり、基礎的な語彙力や文字の正確な定着に課題が見られた。文脈の中で漢字の意味を捉える力や、書字の正確さにばらつきがあることが示唆され、日常的な漢字学習の質や量を見直す必要がある。
算
どの領域においても、全国平均と同等の力となっている。また、習熟の差が大きくなっている。基礎的な計算問題は特に差が大きい。習熟が十分な児童は、計算練習などの地道な反復学習の積み重ねが成果として現れていると考えられる。一方、習熟が必要な児童は、分数や小数の計算など複雑な手順が必要なものに関しての誤答が多い。速く計算をすることよりも、正確に確実に計算できるようにすることを目標にして、丁寧に小数点の移動や通分などに取り組めるようにしていく必要がある。
【第６学年】
国
どの領域においても全国平均、区平均を上回っている。特に「書くこと」の領域では、全国平均、区平均を他領域よりも上回っており、1年間続けてきた「かきまるタイム」での視写活動などの成果が表れていると考える。単元ごとに分析すると、他の単元より「言葉の特徴・使い方」の平均が低く、今回は「主語述語の対応」や「音訓の組み合わせ」が特に課題として挙がった。



算
どの領域においても全国平均、区平均を上回っている。単元ごとに分析すると、「表やグラフの用い方」が区平均と比べて低かった。また、「立体図形」「割合・百分率・歩合」の単元で習熟の差が大きかった。普段の学習においても苦手としている児童が見られる単元であり、個別指導の機会や時間を増やしていく必要がある。



【特別支援】
・児童の実態と習熟度に合わせて、国算の教科グループ編成をし、きめ細やかな個別指導を行うことができている。しかし、学習理解に個人差が大きいことが課題である。
・学級園での野菜や花の栽培などの自然体験や調理学習などの体験的な活動を多く取り入れ、友だち同士の関りや表現力を育成している。

	
国
プリント等を活用して、カタカナを使う場面を指導していく。既習の漢字を掲示するなどして、文章の中で使えるよう、繰り返し練習する。また、「あのねノート」で自由に出来事やテーマを決めて文章を書くだけでなく、課題を設定していく。さらに、視写をするなど、正しい文章に触れ、書く経験を継続していく。



算 
文章を読みとり、問題場面を図に表す前段階として、文章中のキーワードを全体で確認したり、ブロック操作をしてりしながら、それを簡易的な図で表す経験を積んでいく。





国
読む力をつけるために、読書活動の充実を図る。また、物語教材では、ワークシート等を活用して、詳しく読み取る力や、想像を広げる力を身に付けられるようにする。さらに、ドリルパーク等を活用して、言葉の使い方や語彙を豊かにするようにする。

算
毎日の宿題や授業の終末にドリルを行い、計算力や数の概念に関する基礎を固めるようにする。ドリルパークや教科書のデジタル教材を積極的に活用したり、ブロック操作を取り入れたりして、数量の感覚を身に付けられるようにする。



国
漢字の読みについては、家庭学習等で繰り返し練習しているが、熟語の読み方や特別な読み方等については、辞書を引くなどしてさらに定着を図る必要がある。また、書くことについては、文章をまとめて書くなど、記述に関して苦手意識をもつ児童が多い。自分の考えを詳しく簡潔に表現するために、話型などを提示しながら、丁寧に指導していく必要がある。

算
習熟の差が広がっているため、引き続き反復練習を行っていく。図形領域に関しては、作図や測量の活動を通して感覚を養っていく。加えて、「時刻と時間」についても、具体的な操作や反復練習を通して復習を行い定着を図る。




国
学習した漢字を日常的に使えるよう、指導していく。小テストや反復練習を行う時間を大切にし、定着を図る必要がある。また、説明的文章を読む際には、それぞれの段落の内容を捉えるだけでなく、意味を考える活動を重視していく。読み取ったことをもとに段落同士の関係を考える活動も大切にしていく。


算
分数や単位について、全国平均を上回ったのは、実物を示したり日常生活に置き換えて考えたりしたからだと考えられる。今後も授業内で、実感の伴った理解ができるような学習活動を行っていく。また、授業内で、文章題を全体で確認し、簡単な図に表すなど、問題の場面を正しく捉える活動を重視していく。






国
漢字の読み書きについては、書いて覚えるだけでなく、文章の中で意味を考えたり、実際に使ったりする活動を増やすことで、より確実に身に付けられるようにする。また、子どもたちがつまずきやすい漢字を把握し、一人ひとりに合った練習や声かけを行うことで、読み書きの正確さを高めていく。また、読書の機会を増やし、漢字に触れる機会を多くすることで漢字を読む習慣付けを行う。

算

習熟が必要な児童には複雑な手順が必要な計算を確実にできるようにしていく。位を揃えて書く、小数点の移動がはっきりと分かるように丁寧に書く、分数の計算では通分の途中の式を確実に書かせるなど、基本的な手順を一つ一つ確かめながら学習を進めていく。正確に計算できた成功体験と計算練習の経験を積ませていく。一方、習熟が十分な児童ほど、文章問題や応用問題の文意を容易に解釈して立式してしまい、誤答につながる場面が多いので、表や数直線で自分が求めた答えを確かめるなどの習慣付けを行う。



国
「書くこと」「読むこと」など、できる限り全ての領域において、今回課題に挙がった「言葉の特徴・使い方」を指導の中に意図的・計画的に位置付けて指導を展開していく。また、「かきまるタイム」での視写活動を継続していくことで、書く力のさらなる定着と向上を図っていく。






算
「表やグラフの用い方」については、算数科だけでなく、社会科の資料読み取りなど、他教科と関連付けて指導を行っていく。習熟が必要な児童については、表やグラフについて考える機会と時間を十分に確保するなど、より丁寧で時間をかけた指導を行っていく。習熟が十分な児童については、読み取ったことを言葉や文章で表現する機会を設けるなど、どの層も力が向上するような学習を展開していく。


【特別支援】
・学習内容に応じて柔軟にグループの編成を変えたり、個別課題の取り組みを充実させたりし、児童の一人一人の理解力の向上を目指していく。
・丁寧な事前指導を行い、それぞれの役割に責任をもち、学習の見通しをもって主体的に活動する力が身に付くように支援する。






